
大涼山葬族における け儀礼と人間超源神話との関係

一魂はどこからくるの

奨秀

I .はじめに

はこれまで、

る通過｛義札として

；こ践する現地調査を行ってきた。本稿では、その調査結果を踏まえ、とくに人

生の出発点に佼霞する誕生に関わる子授け儀礼ゴオフェイグォ（格霧来）の分

析を行い、そこから入院の魂の由来に認する彼らの観念を明らかにしたい。

~LI努族の人々は、例えば、仏教において見られるよう

ない。従って、死後の魂の行方の鋭念のみならず魂の由来

般に類を見ないものである。魂の由来の観念iこ臨して、 ；こ、彼らの

間に伝わる入信i起源神話の内容と子授け議ネしゴオブェイグォ 三iビモ

(1主1）が唱える経典の内容の関に対応関係が見られることを確認しているが、こ

こではとくにこの対応関係に若宮することで、人爵の魂の由来に関する親企を

たいと思う 3

、1999年 8月訪日から 10月 24おまでの縄、中爵関J11省；宗山葬族自

治チM<1:t2）において現地調査を行った。この現地譲ままでは、務族の撃摩文化研究

ちとともにと？モ及び現地の人々に対して開き取り調査を行っ

は、現地勢族の主義摩文化研究者である摩翠磁火氏、勤務場日氏による葬諾から

漢語への通訳を介して仔われたO 筆者はすでに 1997年 7月初日から 8月 28

nの期間に一次議査を行ったが、今関再び現地に入り、現地の方々の援助によ

って二度目の開き取りができたこと泣伺よりも幸運であったと患う。本稿は、

日本に締盟後、関き取りの内容に関係する文献を参若手、しながら調査結果をまと

め、分析したものである。
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II .誤査対象と調査方法

1 .謂査対象：中田胆J11省涼JlJ務族自治川西昌市、昭党果、美姑！系を主な調査

対象とした。 t京山葬族自治1-Htt+li都の濁昌市以外、 2001年まで未開放地症で

あり、基本的に、許可なく外国人が訪問することはできない。

2.諮査の方法と内容：涼山葬族自治十M民族研究所及び美姑券族主義摩文化研究

中心を通じて現地裁査を行い、とくにピモが中心となって村で行っている子

授け・妊娠・誕生儀礼について開き取り調査を行った。

3. インフォーマント：以下は、今回開き取り調査告と行ったインフォーマント

である O

A. 関JIJ涼山州諸言委員会の間余鉄日。男性。 1999年 9月比臼から 1713ま

、商呂J京山州語言委員会で開き取り調査。漢語を使用。

B. (J'.J忍脅す取。男性。 53歳。美姑県投足！；郷のどそ。 1999年 9fl 14日から 17

れまで及び 10fl 10日から 1313まで、商高涼山列、！語言委員会で開き敬り

24代続し、たどその家柄。 6認めfl!川、ら学び 23歳でピモとして独り

した。葬語から漢語への通訳者は探怠磁火氏、 B可余鉄臼氏。

C‘ rillよと針目。男性0 30様。 どよそ0 1999 {j三9月 21日、 22日、美姑で聞き取

り，IJ.'4夜。 47代続いたどその家柄で、 7i蕊のn寺から叔父に学び 15裁でピモ

として独り立ちした。夜干'.E、美声ii葬族紛経文化研究中心で吉葬文経典の収

と翻訳をしている。：努語からi英語への通訳者は鞠格楊日氏a

D. 古機漢惹。男性。 33歳。ピモ0 1999年9月初日、美姑県巴普鎮梯紅郷

で関1き取り調査。十数代目まではスウニ（蘇吊）（れ｝の家柄であったが、

現在はピモの家柄で、11歳の時から学び 16歳でどそとして独り立ちした。

務語から漢語への通訳者は鞘格楊日氏3

E. 美姑県婦聯の馬吉岡西。女性。 47歳。 1999年 9月間関、美姑県婦聯で

開き取り調査。漢語告と使F話。

F. 吉説有概。男性。 27歳。 1999年 10月 2!:l＇美姑県新播郷で開き取り寵

査。葬語から漢語の通訳は鞠格陽日氏、捻西ぬ達氏。

G. 古説牛縮。男性。 23歳。 1999年 10月2日、美姑県新矯錦で開き取り議

査。券語から漢語の通訳は鞍格陽日氏、捻酋曲達氏。

H. 古格問泊。女性。 26歳。 1999年 10月 3目、美姑県榔紅亙瓦古郷で閉さ

取り調査。葬語から漢語への通訳者は戦格楊日氏。
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56歳c 主婦。 1999年 10月 4日、

ら漢詩への通訳者｛土地比将位

!:fl谷区で縄き

娘）。

1999年 10fl 6日、 で開き取り

磁．子設け穣礼一一ゴオフェイグォ

どこからやって来るのかを明らかにするためには、ま －諾

日すべきであると考えられるかもしれないc しかしながら、

ヲこどもの成長という A 連の過程が難なく進行する場合、すこどもが

干の散に生まれることは自然で自明

からやってくるのかということ されないこともありうる。む

例えば不妊、流産、死産、夫折

；ここそ、子どもがどこから来るのかということが明瞭

えられる。こうした仮設に基づき、以下では、子どもの由来が特に

~れるであろう子授け議札について見ていくことにする。

を経て子どもの成長へと至る過程を導くために行われる通

常の｛義礼の詳細については怒り稿で論じるつもりである会

大J京WJ葬族においてそ子授けを祈顕して行われる儀礼ゴオブェイグオ（遠心は、

言｝であるどそに夜接護助を;fとめるものである。ゴオフェイグォはピモによっ

て執り行われるが、それは、妊娠に捺して、 f皮が神と人の媒介者となると考え

られているからである。

ゴオフェイ（格霧〉は、葬語で、本来、高い山の降と平原を意味し、後に男

女の金三筋器を表すメタファーとして、雑雄または陰鵠を意味するようになったっ

すなわち、ゴォ（格）が雄性ないし騒投を意味し、ブェイ（霧）が雄性ないし

を意味する。さらに派生してゴオフェイは、胎児の魂（漢語では

を意味するようになったと言われている俄5)o

大J京山葬族の諺で f男性なら身を守る魂チィウソォ（丘色）が、女性なら胎

児の魂ゴオフェイが重要であるj という。ゴォブェイは、胎児の魂を表すが、

ゴオフェイグヌ？とは、この飴兇の魂を呼び寄せることを表す。大涼山

した後も妊娠せず、子どもが生まれても夫折（ 3歳米満）したり、あるい

は延娠しても流産しがちなら、ピモを招いてゴオフェイグォを行い、胎児の魂

rr  
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ゴォブェイを呼び渓す。その際、予の夫折した女性のために行われる儀礼は、

特にチュィアルピ（出爾比）と呼ばれる。これとは別に、嫁を迎える際、彼女

の歳位｛法引が良くない場合、結婚後妊娠しなかったり子が夫折することがある

ため、これを防ぐためピモを招いて特別に犠ネしを行うが、これはボヘイラガ（波

黒技喫）｛注7) と呼ばれている。

さて、これらの災いは、女性がゴオフェイ魂を失ったために引き起こされる

と考えられているのだが、一般的にゴオフェイ魂の紛失を引き起こす原習とし

ては、後述のように、陰践の不調和や、邪鬼の崇りなどがあるが、その他にも、

以下のようなものが挙げられる。

－花嫁を迎える際、花嫁告と背負う男の妻が妊娠していたため、花嫁のゴオフ

ェイ魂を連れて行って、自分の棄に与えた。

－娘が嫁に行く準備として髪告と続いていた持、見物人の妊婦が花嫁のゴオフ

ヱイ魂を連れて行った。

・ll日野の女性に愛人ができ、ゴォブェイ魂をその愛人またはそのいとこが連

立してfj-ってしまっ

た性が装身具、針と糸、 どを盗まれるか、他人に借りられる

ら、ゴオフェイ魂-3:'失うきざしとなる。

ブヱイグォを行う時期（法制は、＇i!・iillぷの 2、3、4月であるが、 3、4

JJが設も災いとされる。それは、万物が蘇るII年節だからである。また、 10月以

後でも良いとされる。それは、その時期には治手も過ぎ、洪水もなく、道路も

崩れず、どそが論経し、施法して、グオフェイ魂を忠い通りに呼び戻すことが

できるからである。しかし、万｛注9）が上弦のときでなければ行わない。

以下、ゴオフェイグコ？として、不妊女性に対して行われる儀礼、子の夫折し

た女性に対して行われる縫礼、花嫁の歳｛立が悪い場合に行われる犠礼の三つの

実例を取り上げることにする。

1. 不妊女性に対して行われるゴオフェイグォ

ここではまず、ゴオフェイグォの最も代表的な実例として、統婚女性の不妊

に対してゴ、オフェイ魂を呼び戻すために仔われる儀礼を取り上げる。夫婦に正

常な性能力はあるが米だ子を身ごもらない場合、あるいは妊搬はするがいつも

流麗や死産してしまうとしづ場合、一般に陰陽が調和していないことに原因が

あると考えられるので、この儀礼念行い尽く子どもに恵まれるように祈顕す
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る｛法 lOle の過程は次の通りであるc

ズオホオン（主主紅）： この｛義宇しは家のタトで行う。

ミ会 ニエツールィ（尾比呂）：鬼呪い。鬼（筏11）は夜にやって来ることを好む

ので、ニエツールイは夜間；こ仔われる会ニエツールイの時間は最長で九夜、

、て七夜、五夜、三夜となり、最短でも一夜は行わなければならないc こ

迎えるむ認を生 とし、 を作って、

し朝を

る神校（約

この鬼呪いは家の中で行う。

クゥジュエジィア（産能力日）： 主人の家の

の側に ｛注 l3) ；念表す衿技を立て、自；認と塩水j認、

石と雑の石などの陰践を象散するものを衿技の潤に置き、

と

した石で清め、主人（犬）の名告と報じ、どその弟子

オブェイトォゴォ（格算特絡）JJを唱えながら、推鶏を手にとってこれさと夫

で時計部りに 9＠］＠］し、同議に繕鶏を用いて姿の頭上で左留りに 7回

むその後、夫が縫鶏をしめ、安が!lfit鶏をしめ、その；竣雄懇の死骸を左鴎

右i患のかたちで神技の1!UJに援く。水を鶏の死骸にかけ、

をl固まわし詰めるむその後、雑雄鶏告とそれぞれに四つにばらして

煮込んだ後、夫婦はそれぞれの雄雄鶏を神枝の関まで運び、ビそが経典『ゴ

オフェイトォゴォ』を続けて唱える。後にどニ目立揺の起源に関する経典を唱

え祝辞を唱え、自摘と潟水酒を混ぜて器iこ注ぎ（かけ合わせの象徴）、

にこれすすめ共に飲ませる。その後、夫婦がそれぞれ雄鶏と繕鶏を食べる。

問識に苦藷と皆惑も夫婦別々に食べるが、これも混ぜて食べてはならない。

③ イジィア（以加）：ゴオブェイ魂そ呼び寄せる。ピモは、呼び寄せたグオフ

ェイ魂の寝床として、予めヌドで象徴的な金銭のベッ Fを作って用意する。ま

た、床iこ衿枝を挿して森を示す（臨 1を参照）。後に白い糸 1本をこの神技

でできた森に通し、金銀のベッドまでヲiき、ゴォフェイ魂の帰来を表す。さ

らに、雄の綿羊を l謀、雄鶏、雄鶏をそれぞれ l

と招魂草及び白舗と海水溜、苦蓄と甘籍、ゆで卵（白、黒）を用

こうして準儲が繋うと、ピニそが家の戸口で経典『ゴオフヱイイツ

を唱え、擁法してゴコナフェイ魂を呼び寄せる。またゴオフェイ魂を呼び寄せ
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た後、ゆで卵と生け設の綿羊を食べる。

⑤ ワシィチュ（瓦筒初）：雌鶏を用いた占い。維鶏の紳と股を見て妊娠できる

かどうかの判断をする。 2羽のi峻鶏の殺を並べて竹くしを挿すが、 3本が最

もよいとされる。森の象徴として床に挿してあった神技を集めて奥の開にか

けて震く。もし後日、女子が生まれたら、この子が嫁に行く持、どモにズボ

ンを 1枚費えるだけの金を謝礼として奉げる。

上記＠の犠礼の過程で唱えられる経典『ゴ、オフェイイツJの内容は以下の通

りである。

fゴ、オフェイイツ』｛注15) 

01 時恰 sl湾

02招蕊

。う

お「ヤ十世
潟
…
品
川
内

10 

11扱主名

12在主人家要注

目扱支手得鋒

14 .＝：主IR.主魂． 格言完． 寧魂

15ミ三年三月七地上方

16魯余白獄殿

17斯塁花獄真実

18嬬吉黒獄殿

19格魂．零魂

20三朗三亮i遇之父母

21老廃之佐殿

一58-

F可i喰｛注目）よ、導き

招くよ

儀礼を行いゴォを迎え

｛義幸しをf子し、フェイを記る

尼委｛浅17）とイ十勺（注18) 

莫米｛浅19）と格俄（注20) 

治補（浅21)は二十世代（注22）のために儀礼をする

そしてゴォを迎えるよ

そしてフェイを配るよ

ゴォ告と迎え、フェイをj記る

主人の名報じ（注23) 

主人が家にて

主人が刀剣・検を手に取る

・主魂｛注24）、ゴォ魂、フェイ魂

三年三月七地上方（注25) 

自獄（桟26）にて魯染｛注27）を瞭い

花獄（注28）にて斯皇｛浅29）を瞭い

黒獄｛注30）にて婦吉（注31）を騒い

ゴ、;;j-魂、フェイ魂を

父母とともに三韓三亮｛注32) 

古い家にて騒い



22 f言明11.と絞 家の後ろの誌に

23 

果｛我尾吉｛設33）では顎つ る

家の前後に

無illな池にて競い

27 ゴォブェイの魂を

と族iこ

努（おじ）｛初心のいとこの処にて

30 感 姑（おば）｛詮35）のいとこの処に

31 ブェイの魂を

古い服の し、

出よ ゴォの魂よ出よ

出よ フェイの魂よ出よ

七地上方に生まれ

四本のゴォの＊に

器つのゴォの花が咲き

器つのゴォの実がなる

七地に落下した

人が拾った

の家が拾ったよ

十ニのゴォを繁らせ｛浅36) 

高山にて繁らせ

高山で議色コノテガシワが1咲き

花が咲いて若い芽が出る

若い芽が実になる

し

十このゴォがふくらみ

ゴオフェイの実がふくらみ

ゴォが繁って深い谷に変り

42 

45 

46 

。

ノ

円

U

1

i

吋

L
Z
J

d
斗

e

ζ

J

ζ

J

ζ

J

ζ

J
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55 

56綴5!：結成采

57結果長成熟

58果きた更地i務

59格祭更地獄

60格察到房前

61 E海部菜花子千

62菜花成撤芽

63綴5f又成子

64菜子又成熟

6う菜子更地j務

66拾杉見i只f

67務怒児i只Y

68大潟児i只＇
69t会でき：児得多

70 江河氾i只＇
71 ｛告祭込i只r-
72 

73 

74身体女体倣

75身体也不成

76女体 12,米成

77生JL又荷重E

78生JL也成人

79生女也成人

80生子如雀略

81生女主日雀喝采湾

出身才女日烏巻

83用楽器

84用彩兵来駕

85全長之成大薗

60 

深い谷で古普（植物）が咲き

花が咲いて若い芽が出る

若い芽が実となり

実が熟し

実がさらにふくらみ

ゴオフェイがさらにふくらみ

ゴオフェイが家の前に若き

家の前に野菜の花が咲き

野菜の詑が若い芽になり

若い芽がまた穣になる

野菜の穫がまた熟した

野菜の穏がさらにふくらみ

コノテガシワとスギが見開を広める

ゴオフェイが見闘を広める

大r1v1が見限i安広める

ゴ、オブこにイが見開を広める

江河がよと問iを広める

ゴ庁ブ工にイが見聞を広める

1つが毛挺の角にF付着する

1つがスカ…トの角にF付着する

体は女性が作る

体はできていない

女の体はまだできていない

男児が生まれ、女児も育つ

男児が生まれ、人となる

女児が生まれ、人となる

男児が生まれ、スズメのように鳴き

女見が生まれ、スズメのように鳴くよ

体つきは絹物のようで

漆器を使い

色とりどりの器具さと使うよ

鹿って大きな輸を成す



94 

95 

ヴデ

限って大きなダムとなる

起きて大家になる

来たれ、ゴォの魂よ来たれ

ブェイの魂よ

より子が出る

臨よりヲこが出る

段熊より予が出る

で子

！潟で子を抱く

でっかんで子を引っ張る

を子の下

制緩之一大波

87起之波大家

88来分格魂来

89 

90子宮ミ子出交と

ヲlE月道子出来

ヲ2設問子出銭

ヲ3

子

子

98 

ヲ9

子に乳を飲ませる

ゴォを招き、フェイを引き、どそが長寿となる

この経典『ゴオブェイイツJの内容からは、胎児の魂ゴオフェイが、次のよ

うにして生じることがわかる。すなわち、天上のゴ庁の水（花・実）に発し、

地上に落下し、主人の家に拾われて高W.lで、黄色コノテガシワとして繁り、十二

のゴォブェイ（あるいはゴォ）の実をつけ、深い谷に歪り、そこでさ子普となっ

て突を結び、家の前で野菜となり、やがて女性の飴内に入るのである。

2. 子が夫折した女粧のために行われるゴオフェイグォ

子が夫折した女性のために行われるゴオフェイグオ惚37）は、特にチュィア

ルどと呼ばれている。この｛義ネしの毘的は、子どもの成長を罷む鬼を呪い、子ど

もが元気に育つよう祈ることにある。チュィアノレどの過程は基本的に先の 1の

様礼と類似しているが、特にチュイアル（幽爾）という名の鬼の形代 (i英語で

（注目｝）を作りこれを呪う点が特徴的である。チュイアルの形代iこ段男

女の男りがある。チュイアノレが崇れば、崇りさと受けた者の子どもは必ず夫折し、

母親も嬬気にかかるc その症状は精神萎謡、 rfn.硬などである。既に子どもを何

度も亡くしており、さらに母親も病気にかかっていたなら、この犠ネしを行い、

治療し後の憂いを1誌がねばならない。議礼の過穏は次の通りである。

CD チュエブゥジィ（約ト寄〉：羊の’誇’を用いて点いを行い、儀礼の日取りや生
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、牛）を決める。

② ニツルイ（蛇比日）：鬼呪い。生け授の肉（乳牛、豚あるいは乳羊）を用い

て鬼呪いの儀礼を行う。鬼呪いの期間は、 3日開、 2日間、 1日間と様々で

ある。チュィアノレの形代（草鬼）を作り、 w.桜を作る。生け習の肉を用い、

囲炉裏シアノレオの周囲を 3回目してから、シアノレォに産っている夫婦の局囲

を3回目す。そしてこの生け設の肉とチュィアルの草鬼そ外へ追い出す。ど

モは経典『ニエツディ（駆鬼経)J]を唱えながら、家の外に神技を立てる。

また経典『チュィアルビ（偽荷比経)J]を唱えて、チュィアノレを呪い、さら

に洗浄した棄の古い販をすべてチュィアノレの草鬼に者せ、神技で草鬼を上か

ら下になぞり、これに織れを鮒者させる。その後、戸口を閉鎖（注39）し、最

後にどそが車鬼を担いで、夫婦のJ尋問を田り、夫婚の主主紐をきってこれを

鬼にまとわせた後、東方に送り、道端の果樹lこ掛ける。

窃 ジュオホオン（本紅）：織れ除け。姿が身を浄めるが、その象徴として手と

けると洗う 9 ビよそは経典『レイニース（除機経）』告と唱える。

イーク（{jr箆）：：ゴオブェイ魂を呼び戻すこと。黄色い錐鶏と招魂主主をF目い

ェイ魂惑と呼び戻す。ピモは経典『ゴ、オフェイイツJを唱える。

ノレ汐ヘイ（；意思）：子を立たせること。まず邪鬼を翠人形に宿らせこれを呪

を行うっ次いで雄綿羊と白い雄鶏でゴオフェイの魂を呼び寄せ

るおピよそは主人の府；こ付き、経典『ルオヘイジィヌ（得子経） jJを唱え、雄

よってコ♂オフェイの魂を呼び寄せる。これには予を立たせるとしづ意味

がある。さらに、ビモがi峻鶏で出い、その舌や頭葉骨安見て股骨に竹クシを

挿す。その後、ピモは主人夫婦に播を捧げ、二人がまたどそに溜を捧げる。

主人はどそにカバー（i't40) 5つを謝礼として渡す。

この儀礼では、子どもの成長を阻む鬼を呪い、子どもが元気に育つよう祈顕

するために 5種の経典が唱えられるが、そのうち『ニエツディ（駆鬼経)J]、『チ

ユイアルピ（曲爾比経）』『レイニース (I徐識経）JJは鬼や織れを競うためのもの

である。それに対して、子授けに欝連すると思われるものは、 fゴオフェイイツ』

と『ルオヘイジィヌ（得子経）』である。『ノレオヘイジィヌ』が『ゴオフェイイ

ツ』とどういう関係にあり、また仰を悶的として唱えられるのかは経典の内容

に関する資料が手元にないため明らかではないが、少なくとも、ここでも先の

1の儀礼で用いられた開じ経典『ゴオフェイイツ』が唱えられるという点、は重
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この経典がゴオフェイ魂安呼び寄せるための一一十

はないにせ さとなしているということがわかるからであ

る。

3. い場合に行われるゴオフェイグォ

ニのゴオフェイグォは、特にボヘイラガと呼ばれているものである。ボヘ

イラガ ii:Z4U は、普通花嫁｛削れをiffiえる擦に行う。これは、主に

が良くない場合、結婚後予が生まれなかったり生まれても夫折する恐れがある

ため、これを予防するために行われる。議礼の過経はチュィアノレ

同じであるため、ここでは詳絡に論じない合ただし、いくつかの

るc まず、この｛薬事しの終了後、どそに謝礼として持げられるのが

羽、また

まで詰えて帰るという っている。さらに、ゆ

；玄

11:. 

字しでも第2の儀礼と同様に経典？チュィアルピiが唱えられるが、先の 2つの

ともに照いられた経典子ゴオブェイイツJは用いられないc それはおそ

らく、この儀礼が鬼を払うことをお的とするにすぎず、いまだゴオフェイを呼

び寄せる段轄の儀礼ではないからではなかろうかつ

以上、大涼山葬族における誕生に関わるテ授け接礼を見てきたc 特に不妊女

性及びニ子が夫折した女性のためにゴォブェイグォの中でどそが唱える経典 fゴ
オフェイイツJの内容からは、胎児の魂ゴオブニEイの発生i品提が織物の成長の

メタファーで捉えられていること、より詳報には「七池上方jすなわち天上に

自然発生約なかたちで生まれ、地上に降下し、そこで発芽、開花、結実を繰り

返し、やがて女性の胎内に入ることがわかる。

N. 人間怒j環神話からのゴオフェイ

ピニをは、経典とは汚ljに多くの持誌をも結えるc 世界の起源を物語る神話

開館特依（レウォトゥイ)J]（法43）一一美女協の葬族の人々の間では一般にレ

ウォ（綴J｛我）と呼ばれている…ーもこうした神話の一つであるが、ロ承の衿話

が多い中で手書きのテクストとして信わるものである。『場俄特依Jは務諾音訳

であり、本来の意味を産訳すると君主、史の真相となるσ より厳密にはレウォはす
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なわち故事、歴史であり、トゥイ（特依）の意味は経典あるいは舎である。従

ってこの経典の意味は歴史書ということになろう。『鞘俄特依Jは、天地の形成、

万物の誕生、山河の由来、人類社会の発生、発展と変遷及び努族の祖先の移動

史を生き生きと記述している。

f鞠俄特依』の中では、宇宙が混沌とし米分化の状態から徐々に、蛙、蛇、

薦、熊、猿、人の六穣類の有血生物（＝動物）と、革、コノテガシワ、杉、藤

整等の六穣類の無IDl生物（＝＝横物）が生まれた様子が記されている。ここでは

とくに、筆者が 1999年の調査で得たテクストの中から、人間の起源を物語って

いる部分「雪族十二子J（注44）を抜粋して紹介することにする。

01 i丞古之吋 遠い

02七池上方長有田“格”尉 七地上方（天上）に四つのゴォの木があり

03 l!9大校汗了毘余花

04 了間“格”泉

05 

06 LlJ I反

07 LlJ之絢

08 

09又被

10長HIY－裸“格能キ石”

1 i生在校下

12 H廷到炊j二

13炊上

14富枝払竹子

15竹子払杉約

16杉梶上払柏樹

17絵上払山頂

18山頂払云彩

19云上払到天

20降下三坊主工雪来

21九夫化至昏

22 九夜化~焼
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そこに四つのゴォの花が咲き

j現つのゴォの実がなった

その一つは七地下方（地上）に降り

吐符111の頂上に落ちて

111のふもとへ転がり

によって河のやに議ばれ

河の波によって岸におしあげられ

fグーナンニョウシーj という植物が生じた

窪みで生じ

謹みから上に這い上がり

窪みのよからヨモギに這い上がり

ヨモギから竹に追いよがり

竹から杉の＊Iこ道い上がり

杉の木から柏の木に道い上がり

柏の木から山頂に道い登り

山頂から雲にまで道い登り

雲から天まで達した

天から三度紅い雪が終ってきて

九日目の夕方までかけて融け

九晩自の明け方までかけて融け



25 

26 

30 

33 

34 

35柏将是雪子

36杉樹治第三科

37 i主在杉林中

38 

3ヲ

40 

41 

42 

特有血的大卒中

44経治第一きや

45派生出三家

461主在水池治

48 

49熊:;,g第間科

50 1侯治第五称

51 

52 

53 

54人:;,g第六科

え関ない変化の中で

；こ変わった

には十二の子がいた

無血が六種で

手干血が六種ある

無Jfn.の六語の内

草は最初のものとして

分かれ出た後

に住んだ

地上には、

になった

え

コノテガシワが第二の穫である

コノテガシワ辻雪の子である

第三の穏として杉が生じた

杉の森の中に住んだ

四の穫としてワラどが生じた

ワラどは雪の子である

第五の穏として務が生じた

沼のほとり控んだ

第六の穏とし

有血の六麓の内

蛙は第一の稜である

派生してー じ

池のほとりに伎んだ

結は第二の穣となった

擦は第三の穏で

熊は第四の種である

猿は第五の種であり

猿が三家に分かれて

森林と法場に生んだ

接は限りなく繁廷し

人間は第六の種として

じた
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55人失分布遮天下 人類辻散界の至るところに広がった

ここで抜粋した筒所からもわかるように、 f戦！俄特依Jは、宇宙の起源、人

類の起源を何らかの超越的存在による創造によってではなく、自然発生によっ

て説明しようとするものである。「雪族十二子jの内容から人間の生成過程のみ

を取り出せば、天上のゴォの木（花・実）に発し、池上でグーナンニョウシー

となり、これが再び天に達した後紅い雪としてよlli上に降り、そこから十二の

族（動植物）が生じ、その中の第六種が入院iとなったということになっている。

ここからは、ーもちろん完全に一致するわけではないが一先に取り上げた経典

『ゴオフェイイツJの内容との対応関係が見て取れる。すなわち、いずれの場

合も天上におけるゴォの水がその出発点となっているということ、またそれが

池上に落ち、その生成発展過程の米端で人r,,9が生ずるということである。この

対応関係からは、大涼山葬族の人々が f錨体発生は系統発生を繰り返すj とす

る反後発ノ伝説にも｛以た観念を手干していることがわかる。すなわち、子授け儀礼

れる経典『ゴオフェイイツJは、記源神話『毅！館特依Jにおける人猿

符びなぞっていくような内容を持つということである。犠干しが神

る、という古典的な説があるが、ここでもこの考えがあてはまるも

切のように、人の誕生を騒い、新たな魂を呼び寄せるために、人間の神話的

まで還り、そこに拠り所を求めている点試大変興味深い。日本では、

族の起源神話自体に関する研究はすでにいくつか存在するが（i± 4 5）、その子授

け儀礼との関連についてはこれまで指捕されてこなかったように思う。

V. おわりに

大涼山葬族の人々は、死後の人i需の魂が「複界Jに向かうと信じている。こ

のことはすでに先行研究によっても知られており、筆者自身、その詳細をいく

つかの論考｛出 6）において明らかにしてきた。また、転生説の存在の可能性を

示唆する丸山宏氏による研究を除けば、一般に大掠山葬族の人々が生まれ変わ

り、いわゆる「転生Jの観念を持たないということもすでに専門研究者たちの

関で知られていた｛注47）。もしこの説が正しいとするならば、当然そこから、「人

間の魂はどこから来るのかJという関いが提越されることになる。この際いに
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対する解答を見出すために、以上、大涼山葬族における子授け縫礼と、人間記

源神話について考察してきた。ヌド穏での考察の

のかj という潤いに対する解答は、不妊の女性のために行われるゴオフェイグ

ヌ？のやに、それもこの様ネしで唱えられる経典『ゴオブェイイツ』の中に見出さ

れることが明らかになった。すなわち、胎児の魂ゴオフェイは、被物の成長の

メタブァーで捉えられ、 f七地上方jすなわら天上にお然発生的なかたちで生ま

れ、地上に持下し、そこで発芽、関誌、結実を繰り返し、やがて女性の胎内に

入ると揺じられているのである。

また経典『ゴオフェイイツJの内容は、人間の組擦を物語った神話

二子j の内容と多くの点で一致している。すなわち、経典『ゴオブェイイツJ
における魂ゴオブェイの発生過韓段、 f雪族十二子jで諮られた原初の人間の発

生過程を再現するものとなっており、ここには、錨体発生が系統発生を換り返

すという反箆発生説にも鍛た親念を見て取ることができるのである。

はすでに葬送儀礼の研究において死後の魂の行方に関する観客そ明ら

かにしてきたが、その成果と今田明らかになったこと安会わせて人間の魂の遍

歴過程全体について考えるならば、人間の魂は、天上から来て、地上で人間と

して生まれ、死後、民族移動の原点とされた雲南の地に存在するという「抱界j

に向かうということになるだろう俗48ん

付記：

では、現地譲査での開き取りをもとに、ピモ及び現地の人々に伝わるう乙

授け儀礼の倍統について述べた。しかし、長期にわたる現地調査が関難である

にせよ、実際の子授け犠ネしの全過韓に参加することができなかったことは桟念

であった。

最後に、現地譲査において必嬰な機材をはじめ多くのものを用意し、特に理

論留での研究を指導して下さった大阪大学大学院人間科学研究科の藤J!If言夫助

教授には心からおネしを申し上げたい。また開き取りに際し葬語から漢詩への通

訳をして下さった美姑葬族撃態文化研究中心の鞠格践日氏（現地の葬族主義憲文

化研究者）、さらに、現地調査を行うにあたって数えきれぬほどの協力とご支援

とを賜った方々にも感謝の意を表したい。
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の？士会的地位が下り、自警季出8のどそが多くなるとともに、黒券のピそが少なくなっ

ていった。なお、流山手事族役会の五つの階級、悲喜之 CE:t.大使）、諾f;)く（然繁）、必1

諾（自害事）、 F4加（安芸ま奴）、 llljl務（鏡店奴）のうち黒務までが気：±であり、その他の

三階級は非支配者の燦民と奴隷からなる。

2 JぶUJをはさんで東側の窃JII省地域は大涼μJと呼ばれ、苦言側の雲i苓省、地域はノj、涼山と

呼ばれる。四JII省大涼UJ地域；土、政治医函としては、 J京i幻繋族自治Hiと呼ばれる。

3 勢族のシャーマンである。もっぱら銚衿、鬼払い、病気治療などを行う。スウニば

経典に通じず没裂でなく、また部長会問の伝授もない。努女いずれでもなれる。後（彼

女）らは自分の続部を糸拝する。おもな法器i立学皮太鼓である。彼（彼女）らもどそ

とi潟様iこ生涯労働に従事する（巴築関｛衣幾・巴築防布銭・己英鳥綾鍛 1992,182）。

4 ゴオフェイグォについては、潟学良・子綿銭・範惑絡 1993,251。巴英悶依媛・巴葵

員主布立美・巴葵烏陵銭 1992,117-118、潟林英 1995,144…145、｝奉還ま磁火 1996,54-58、

楽笈蓬 1998,69-74で論じられている。ヨミ呂箆 1994,51iこも絡殺されている。
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5 この点については、燦主主磁火 1996,54、奈箆芸室内98,69において論じられている。

6 大涼μJ葬族では、生まれた年に対応する特定の15｛立があると考えている。一般に、

女子の生まれた年は北方に属し、男子の生まれた年は南方に主義し、そこから一年毎に

方位が変動して行く。女子は北から始まって友関りに回る。つまり、 2歳では北商に

なり、 3裁では西になる。一方努予は南iこ始まりお閉りに間る。このように、毎年対

応する方佼のことを議位という。

7 摩葱磁火 1996,43、ボインナガヌ (i俊英方自け）；こ初当する。渓諮では ri争乳換綴j

と訳される。

8 巴莫阿依銭・巴莫尚布媛・巴英，烏陵銭 1992,117、潟林英 1995,145では、ともに 9

月から 12flのfillに行うとされる。しかし、思英陪依銭・ I:',莫幽布媛・巴莫烏縫撲は泰

寺さがよくないと災説もあるとしているa

9 大涼111務族では、一月が二段｛月号月 15臼と flf.ゑ15l:l）に分かれているが、 11:l暦の

1 l:lから訪日 (J二弦）支でが一段であり、月があるという。 16日から 30l:l （下弦）

亥でが二段であり、月がないという。

I O 1990 ＞ド 9月 14日から 17日まで、阪呂涼rll？村誇言委員会で的務、議事取氏から開き取

り調fLぎ審議から漢説への通訳者は療主主磁火氏とi河余鉄民氏。これとは]31］に、 1999年

9 Jl 21 f I、22日、 26日、災姑で治上ヒ詩手段氏、言子機淡幸子、氏から開き耳元り識変。勢誇か

ら淡i!ltへのi通訳者は戦絡機お氏。

1 1 ここでいう鬼とは、討ヱドの鬼とは塁走なり、広く災し、をもたらす超自然的な存在をど

表す。勢族では終に、人に病気をもたらすものと考えられている。

1 2 儀礼の必要に応じて科料も異なる。

1 3 燦主主綴火 1996,57を参！様。

1 4 魂を綴く儀礼で必ず使う箪の類である。浬解レやすいように葬語の語義に従って

招魂葱と訳したが、実際用いられている「招魂草Jとは野伎のコヤプランである。

1 5 1999年 9fl 14 l:lから 17おまで、滋良涼山州誇設委員会で、どそである的慈爾取

氏から開き取ったもの。経典の翻訳（書事務から漢言語へ）は紡絡務日氏。なお、この経

典は米だ葬語、漢詩ともに出版されていない。

1 6 ここでは意味がない。経典の最初にはしがきとして使われる。

1 7 券族のお代部落（今畏存在しない）の名称。

1 8 葬族の古代部溶（今日存夜しない）の名称。

1 9 害事族の古代部落（今日存複しない）の名称。
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2 0 繋族の古代部落｛今日存夜しなし、｝の名称令

2 1 4ヤおも存夜ずる繋族の祖先部落の名称3

2 2 具体的ft年数ではない。努族では一役代が 25年となる。

2 3 儀礼の過穏では、儀礼参加者番手にその名前を告げる。まず、夫婦、それに続いて

年長著まからのj惑を追って報ずる。

2 4 受干し者の家を指す。

2 5 「七地JIま地上をt告すが、「七地上方jで天上告と意味する。またこの箆所で、どよそ

は亥の陰i穏を拐す3

2 6 その下 2行につづく花獄、黒滋と立すをなすG 白、花（まだら）、議は若手の重さをど示

す。つまり、白、花、累と色が黒いほどm~ も重いことを示す。獄は字獄をえミす。

2 7 古代の部落の名称である。そのオ二地の環境と関係があるかもしれないが、経典の

やではUJの衿をも示す。

2 8 注 31を参照。

2 9 i5代の部落の名称、であるc 経典の中では平原の衿でもある9

3 0 注 31を塁手照。

3 1 古代の部経の名称である窃経典のやでは71<の衿でもある。

3 2 ここでは三ヵ月の主主金

3 3 死者の関に入るはjの脊梁。

3 4 伎の兄弟。

3 5 父の姉妹。

3 6 この十このゴォは、おそらく後で取り上げる創放神話中の雪族十二子と関係する

ものと恩われる。

3 7 1999年 9月 2113、22白、 26白、美姑で、言語比議院氏、定機渓務、氏から開き取り。

多季語から渓誇への通訳者は戦絡綴臼氏宅

3 8 援を縛って作った鬼の偶像のことである。

3 9 委審議ではゴンズクという。衿校を抜き交差させて捨てる。門iこ錠をかけ、遂をと遮

断し、鬼を冷に入れないようにする。

40 鎮のこと。以前に流通した貨幣である。

4 1 1999年 9月 26日、美姑で、さ機渓主主沃から開き取り繍まま。 ら渓誇へのi滋

訳者は勃格議録氏。摩還ま綴火 1996,43で論じられている波英郊せに似ている9 儀礼の

過程はこれとほぼ間じであるが、間的が遼うようである。
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4 2 大涼山手事族では、 f女性の年齢が低いときに嫁に行けるほど誉であるjと言われて

いるa 以前は 7、9、12、15、17及び20が嫁に行く適齢と見なされていたが、現在

では9歳以上に変わった。吉克・官事逮・良ljfk1990, 113注①。巴，爽問依娘・巴葵出布袋・

巴莫烏薩鎖 1992,135によれば、かつてヌオフォ（黒葬）は9殺から、チュイヌォ（自発）

は 11議から結婚できたが、今日、通常 19歳前後、とくに 17、19、21歳が嫁に行く適

齢と考えられている。馬林英 1995,55と吉克・議逮・剥がくの説もこれらとほぼ同じで

あるが、それによると 17歳が結婚に最も適しているとされる。

4 3 向じ大荻UJ地域の『紡俄特依Jと言っても、その内容は多少異なることがある。

20世紀の 70年代から現在までに 12穫の原本が収集・務理されているが、そのうち正

式に出版されたものは、橋元康氏が繋恕したぎ季語版『紡｛我特｛衣.！］ (1985年）、そして悶

じく潟元！Hfたによるその漢諮訳『戦｛我特依』（侶）II民族出版？土 1986年）のみである。

日本では、工藤隆氏による訳が「現地調査記録・中国西川i袋、涼山地区美始券族文化（ 2) 

…自IJI！上告許認「戦俄特｛おJw大東文化大学紀要.！］ (2000）、「現地裁査記録・中器四JII省、涼

,11Jl!l1,o－！始券族文化（ 3）ー「勅｛投手干依JJ f大東文化大学紀婆.！］ (2001）として出版さ

いる。この邦訳は、工藤氏が 1宮前年 3JJ；こ大涼山美姑県で行った毅査で得たテク

ト会、現地の主主姑葬族製摩文化研究中心の1援冷石者・摩琴滋火尚氏が諸文献を参考

；こ繋llHしつつ券緩からj英語iこ翻訳し、さらに安市大学助教授・外国務学部日本語科の

後五京iえがi英語から日本語iこ翻訳し、そして工務隆氏がこの日本諸訳を最終的に競撃

したものである。

4 4 ここに紹介するテクストは、さ義者’が 1999£ド 10Jl 2日、美姶県新橋郷でさ説有棚

氏、古説牛搬氏から得たものである。テクストの内容に関する説明に際して、戦格際

日氏、捻閥的主主氏が務請から漢誇の通訳を行った。

4 5 襖弁龍彦 1989、1991、工藤隆 1999など。

4 6 焚秀麗 1999、2000a、2000b、2001、20020

4 7 子銀統氏と B茨：陣依氏はこうした立壌を取っている（子錦誘 1993, 321、巴莫阿

依 1994,7）。しかし、丸山宏氏は次のように述べることで、転生訟が存在する可能性

をも示唆している。 f新しいそ子どもはどこから来るかついて、天主主のもので自然に生ま

れると考えるが、一方で、民間に一般的な説があり、それは次のようである。人が死ぬ

と、鬼ニュッツになり、 F包は昆虫の糞転がしブチアププになり、楽転がしば務革の実

ヒクリピイになり、議草の実は蚤クシュになり、蚤は草木の灰クラになり、草木の灰

から藤獲グリョノシュが生えて、藤慈のなかには旺盛な繁殖カがあって生育魂グフェ
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｛＝ゴオフェイ）がさ住まれ、グフェが女伎につくと、新しい子どもが主主まれるのであ

るJ（丸山宏 l官官9,,102，括都内筆者）。このように互いに矛応ずる説が主主存する湾出に

ついては不明であるが、このぷについては今後より｛爽重な考察が必霊きであろう。

4 8 なお、死後の議の行方についてはすでに楼弁龍彦の研究があるが、そこで捜芥は、

ける天j二｛也界観と rlI上他界観の存夜を指摘しつつ、千争認で語られた始滋の由

来（天上→111上…ゆえ！JJ二）を逆；こ滋るかたちで、

である天上に支でEさるという説を提示している（撲井龍彦 l官官1）。繁華まはこれ支で、

大涼山勢族における葬送儀礼に関する研究によって、死後の多量が民族発祥のj設であり、

ると伝えられる地上の綴界に戻るという緩念を明らかにしてきた。

その！努の主たる関心は、大与立山勢族の帰主義祭出；意識との関係をど解明することにあった

ため、死後の魂が主主上の視界へと向かうプロセスのみを扱った。援弁によれば魂はそ

こからさらに天上へと向かうプロセスが存在することになるが、この点については今

後の調査によって裳づけていきたい。

なお？ゴオフェイイツJ)39と？紡俄特依i 02に主主務ずる f天上の図

本のゴォの:;fてJf立、神話学的に設えば、 JUと同様役界をささえる字密率換に総当ずるも

のであろう。援弁は『戦後特依Jに策関i菊花の山が天地を総合する宇宙戦の役訴を示

すモチーフがあること告と指摘し、それを線終に死者の魂が山上から天上へと移行して

いくという他界綴の存在を怒定しているc
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 ①ビモ

②ゴオフェイ交鐙処（九本のフドの

手事毛皮を宇宙互に交叉させて揮す）

③容量殺

③関所（？号の室主涯をき交す）

⑤El綴

⑤才芸者語

⑦祭主釘

③茶碗（茶著者いっぱいの水のやに

たまごのま空会入わし、その殻の中iこ

さ議室率を援しさらに、その容量主主iこ

白い糸を巻き、糸の先立誌は主義幸喜iこ

入れるe また、茶碗の上iこ綴をき霊

す白い務板を 3つ澄く）

③杉拾で作った家、竹の管室

（裁を務じ込めるさ努所という窓事長）

図 1：ゴオフェイイツ衿校図

（捨写i土治比事富田、解釈は勃格畿日による）
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